
高等学校第１学年商業科情報処理学習指導案 

期 日 平成 26 年 10 月 14 日（火） 

場 所 上天草高等学校  

授業者 教諭 堂前 智行 

１ 単元名 

第３章 情報モラルとセキュリティ管理  

（１）情報モラル（情報処理 東京法令出版） 

 

２ 単元について 

（１）単元について 

  「情報処理」は、ビジネスに関する情報を収集・処理・分析し、表現する能力と態

度を育成することを大きな目標とし、知的財産権や個人情報の保護など情報社会に参

画するための情報モラルについて学習し、ビジネスの諸活動において、情報を主体的

に活用する能力と態度を育成することをねらいとしている。 

また、近年、情報モラルやセキュリティに関する問題が多発しており、情報が社会

に与える影響や情報を扱う者の責任の重さについて理解を深める必要がある。この単

元の学習を通して、情報の取扱における留意点を把握するばかりでなく、個人情報保

護や知的財産権の保護の重要性について理解を図ることは重要であると考える。 

 

（２）生徒の実態について 

  ※省略 

 

 

 

 

（３）指導について 

  情報モラルやセキュリティ管理は、今後ビジネス社会を担う生徒にとって、必要不

可欠な能力である。情報に関する科学的な理解を中心にこれまで学習を進めてきたが、

情報モラルやセキュリティの問題は、日常生活でのモラルや規範意識が基盤となるも

のであり、一人ひとりの意識の問題である。「これくらいよいだろう」ではなく、その

行為が今後どのような結果を生むことが考えられるかを予測できるように指導を行っ

ていきたい。 

 

３ 指導目標について 

  本単元の指導目標は以下の４点である。 

（１）情報の意義や役割の理解および情報を扱うものの責任について理解する。 

（２）ネットワークにおけるマナーおよび犯罪行為に関して理解する。 

 



 （３）個人情報や知的財産権の保護などの法令遵守精神を育成する。 

 （４）情報漏えいを防ぐためのセキュリティ対策の現状および課題の理解する 

 

４ 指導計画について 

  本単元の指導計画は、情報モラルとセキュリティ管理から構成され、計６時間の指

導を行う。 

 

１ 情報モラル ３時間  

 

 

→ 

２ セキュリティ管理 ３時間 

ア 情報モラル １時間 

（本時） 

ア マルウエア １時間 

イ ネチケット イ ウイルス対策ソフト 

ウ 個人情報の保護 １時間 ウ セキュリティホールと 

アップデート 

エ 個人情報保護法 エ セキュリティ管理 １時間 

オ 肖像権 １時間 オ  盗聴防止と暗号化 

カ インターネット上の犯罪 １時間 

 

５ 情報モラル教育の視点 

 ア ブログやＳＮＳを利用していく中で、少なからずトラブルを経験することがある

ことから、トラブルを起こさないための書き込みの注意点については、グループで

話し合い、互いの考えを交流させることで、注意点について深く考えられるように

する。 

イ ネチケットの視点から情報発信における注意点を考えさせることで、将来のビジ

ネス社会で活躍する人材として、情報を発信する際のルールやマナーについて考え

を深められるよう、グループ学習や発表を行う。 

 ウ ブログやＳＮＳに偏ったコミュニケーションを行いがちな高校生に対して、情報 

モラルやネチケットの重要性を理解させるばかりでなく、人と人との直接的なコミ 

ュニケーションの必要性を考察させるようにする。 

エ 目的や用途に合わせて適切なコミュニケーションの方法や手段の使い分けができ

るような能力や態度を身につけることができるようにする。 

 

６ 本時の学習（１／１時間） 

（１）目標 

ア 情報モラルの大切さを考え、ネチケットについて理解を深める。 

イ よりよい人間関係構築に向けたコミュニケーションの手法について考える。 



（２）展開 

過

程 

主な学習活動 主な発問や指示（○）等 

指導上の留意点（・）及び評価 
備考 

導

入 

５

分 

１ ＷｅｂやＳＮＳを使

った情報発信の方法に

ついて確認する。 

・これまでの学習を振り返り、ビジネス

の中で情報発信は重要であり、その発

信方法について、どのようなものがあ

ったかについて、確認する。 

 

 

 

 

 

展

開 

 

40

分 

 

 

２ ＳＮＳ利用における

トラブルの事例につい

て知る。 

・各自で資料を読む。 

 

・各自、資料をもとに問題

点について考え、ワーク

シートに記入する。 

 

 

 

 

 

・発表する。 

 

３ ＳＮＳ利用における

ルールについて考える。 

・グループごとに、ＳＮＳ

利用の問題点やその対

応策について考える。 

・グループごとに考えた内

容をもとに、ルールとし

てまとめる。 

・各グループからの発表 

 

・実物投影機を使い、資料を拡大提示す

ることで、生徒の理解を促す。 

○資料を読み、何が問題なのか、考えて

みましょう。 

［問題点の考察］ 

・誰のどんな行動が問題か 

・問題点に対しての対応策は 

 

 

 

Ａ基準 根拠を示しながら、問題点を

指摘することができる。 

＜Ｂ基準に達していない生徒への手立て＞ 

自分の生活、使い方を想起させる。 

 

○各グループで、ＳＮＳ利用の問題点や

その対応策について考えを出し合いま

しょう。 

・ＫＪ法的手法を使うことで、各自の考

えを構造化できるようにする。 

・グループのメンバー全員が納得できる
ルールへと集約できるように話し合い
を支援する。 

・各グループからの発表に対して価値付

けを行い、ポイントついて解説する。 

実物投影

機 

による資

料提示 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

 

４ 社会人としてのより

よいコミュニケーショ

ンについて考える。 

 

・無料通話アプリで欠勤連

○無料通話アプリで欠勤連絡を行うアル

バイトの事例から考えましょう。 

 

 

・ビジネスの世界のルールを解説する。 

実物投影

機による

資料提示 

 

［評価１］（ワークシート） 

Ｂ：問題点を指摘することができる。 



 

5

分 

絡を行うアルバイトの

事例から考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ基準 コミュニケーションの方法を具

体例を挙げて記入している。 

＜Ｂ基準に達していない児童への手立て＞ 

具体的ないくつかのコミュニケーション 

を挙げ、そのメリット、デメリットを考 

えさせる。 

 

 

［評価２］（ワークシート） 

Ｂ：コミュニケーションの方法について

自分なりの考えを記入している。 


